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（岡山―第45号） 

 

 

 
本図幅地域の野外調査は昭和3 3年  9  月から昭和34年 1 0月にわたり，延約  

110 日の外業実働日数を要して行なわれた。図幅地域北東部の火成岩の分布地域  

の調査を主として広川が，その他の地域の調査を主として神戸が担当した。  

土万層産土土土，流紋岩質変 岩産土物土石および川上層産土土石に土土ては  

それぞれ京都大学の中沢圭二教授，本所の礒見博技官，神戸大学の春成兼俊講師  

および本所の大山桂技官に負うところが多土。  

 
 

Ⅰ．地   形 
 

本図幅地域は中国脊梁山脈の南部に属し，海抜 100～1,000 m の山地で占められ， 

北側は急峻で，南側は比較的緩やかな地形を呈する。このような地形の差異は図幅地 

域の中央部を北西-南東方向に斜めに切る顕著な断層を境として認められる。すなわ 

ち，この断層の北東部では 1,047.4 m の日名倉山，930.6 m の袴ヶ仙，727.2 m の船越 

山を始めとする，400～1,000 m に及ぶ山地が形成されて土るが，南西部はわずかに 

100～500 m の山地からなって土る。またこの断層も地形によく現われて土る。断層 

の北東部では南西部より多くの基盤岩類が露出して土るが，これは断層運動により南 

西部の地塊に対し，北東部の地塊が相対的に上昇したためであろう。南西部にお土て 

先中新世の岩石類の先 先上に緩先斜で堆積した川上層は，先わめてな先らかな地形  

を呈する。図幅地内の処々に崖錐堆積物ある土は段丘堆積物が分布するが，よく地形 

に現われて土る。土万層の分布する地域は比較的低土地形を呈するが，これは同層の 

大部分を大成する黒大大大岩が他の岩石より先 に対する大大が大土ためであろう。  
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また，古期花崗岩類は斑糲岩～閃緑岩に較べ地形的に高所を占めて分布して土る。 

図幅地域内の河川には南北方向に流れるものが多く認められ，その要因は判然とし 

な土が，大原町古町付近の吉野川は断層によるものと考えられる。 

 
 

Ⅱ．地   質 
 
 

Ⅱ．1 概  説 

 

本図幅地域の基盤岩類は古生界に属する三郡変成岩類・土万層・三日月層，中生界 

に属する山崎層ならびにこれらの地層を貫く輝緑岩・斑糲岩～閃緑岩・蛇紋岩および 

古期花崗岩類（花崗閃緑岩～石英閃緑岩）からなり，それらは主として北西部，南東 

部および南西隅に分布して土る。 

これらの基盤岩類を被覆して白堊紀後期（ ? ）の変質変山岩変 岩～変 角変岩・   

変 岩質凝岩～凝岩・変質変山岩（普通輝石変山岩  ? ）・両輝石変山岩・流紋岩変 

岩～変 角変岩および流紋岩が分布し，黒雲母角閃石輝石石英閃緑岩・石英斑岩およ  

び角閃石黒雲母花崗閃緑岩がこれらを貫土て土る。さらに以上の諸岩類の上に新生界 

の川上層・佐用変層・崖錐堆積物・段丘堆積物および冲積層が堆積して土る。またこ 

れらの地層や岩石を母岩として各種の鉱床が賦存する。 

三郡変成岩類と土万層との直接の関係は不明であるが，両者は土ずれも斑糲岩～閃 

緑岩により貫入されて土る。また三郡変成岩類の北縁は角閃石黒雲母花崗閃緑岩の貫 

入により著しく熱変成作用をうけて土る。三日月層と土万層との相互関係も不明であ 

る。三日月層と中生界に属する疑土のある山崎層との関係は，これまでの調査では不 

整合でも断層でもな土。山崎層は土万層と明瞭な断層により境され，石英斑岩に貫か 

れて土る。なお，図幅地域中央部を斜めに走る断層の両側では地質図幅にみられるよ 

うに，岩石の分布上の喰土違土があり，三日月層および川上層は断層の南西部にのみ 

みられる。 

変山岩類と流紋岩類との関係はある部分では変山岩類を流紋岩類が覆って土るが， 

あるところでは流紋岩が下位にあるように分布して土る（第 1 表参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅱ．2 古 生 界 
 

本図幅地域内に分布する古生層は，三郡変成岩類・土万層・三日月層である。 
 

Ⅱ．2．1 三郡変成岩類 
 

三郡変成岩類としたものは図幅地域の北西部に帯状をなして分布しており，その方 
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向は ENE-WSW である。本岩類は微褶曲大造を呈することがあり，走向・先斜とも 

変土に富んで土る（図版 1 参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図幅地域の本岩類は黒大大大岩質図図岩および図 大凝質大大岩質図図岩を主と  

し，互層した緑大～し大変 岩質大大岩質図図岩・輝し変 岩および輝緑岩  を介在す 

ることが多く，図図岩質凝岩・図図岩質るるるるおよび石 岩をるることもある。  

岩 質 

黒大大大岩質図図岩および図 大凝質大大岩質図図岩は黒土すると黒大となる。黒  

般に 般般に富るが，花崗閃緑岩の近くでは 般般が大く般般になる。   

鏡下では，花崗閃緑岩に近土ものは熱変成作用を強く受けて土るが，図図岩状の片 

般を残したまゝ再結晶して土る。花崗閃緑岩体からやゝ離れたところでは石英・長石 

ののかにの雲母・緑の石・緑 石なのがみられるが，岩体に近のくにのってのの石や  

黒雲母が増し，さらに近土ところでは黒雲母・柘榴石なのが片般先に沿って多量に生 

じ，それらに富る部分と石英・長石に富る部分とが縞状を呈して土る。 

図図岩質るるるるは千 大で黒大大大岩質図図岩・図 大凝質大大岩質図図岩と先   

わめて細か土互層を呈することが多土が，単層として現われることもある。図図岩土 

の程度は大大岩な土し凝質大大岩に較べ先わめて低土。 

緑大な土しし大変 岩質大大岩質図図岩は緑大～し大を緑し， 般般に富んで土   

る。緑大のものとし大のものとは指交関係にある。 

石 岩は図 大を緑し，輝し変 岩の石層を介在し，石方向に石れ石土。黒般に鏡    

下で魚卵状を呈する。 

輝緑変 岩は緑大～緑 大を緑し，般般，輝輝であるが 般般に富んで土る。    

地 質 時 代 

図幅地域内では本岩から土石が未先発見されな土ので，三郡変成岩類の原岩の時代 

は明らかでな土が，寺岡石司15)18)によると岡山県川上郡成羽町南域の変成岩類の上位 

に整合ににする不変成層中の石 岩から， Lonsdaleoides cfr. toriyamai MINATO, 

Millerella marblensis THOMPSON, Staffera sp., Bradyina sp., Plectogyra sp., 

Textularia sp. が産出して土る。これは石炭系の Millerella  帯に対比されるので, 

三郡変成岩類の原岩の黒部は下部石炭系に属すると考えられて土る。 
 

Ⅱ．2．2 土
ひじ

 万
ま

 層 
 

本層は図幅地域の中央部を斜めに走る断層の北東側および地域西部にお土て小地 

域，主として斑糲岩～閃緑岩体の間に分布する。土万層と三郡変成岩類とは奥海西方 

にお土て断層により境されて土るようであり，中生界（ ? ）の山崎層とは明らかに断 

層で境されて土る。 

本層は黒大大大岩を主とし，凝質大大岩・凝岩・変岩・るるるる・石 岩および輝  

緑岩な土し輝緑変 岩から大成されて土る。本層を緑緑のける黒大大大岩は大緑緑緑  

地質図幅6) の大緑層の黒大大大岩に酷似し，含有土石によりそれらの岩石はのゞ同黒 

時代に堆積したものと考えられる。黒大大大岩と凝岩とはしばしば厚さ約 5 cm の単 

位で互層し，また凝岩はレンズ状を呈することがある。凝岩，とくに変岩に富る地帯 

は図幅地域の中北部の佐用町奥海および桑村付近で，変岩は厚さ 5 m 以上である。る 

るるるおよび石 岩は土ずれも厚さ  2～3 m で連続般に乏し土。地層の走向は黒般に 

東西般を緑し，先斜は黒般に 20～70ﾟN で，変土に富んで土る。 

岩 質 

大大岩は黒大で，黒土すると黒大となる。黒般に層般に乏しく，輝輝，般般，塊状 

図版 1 三郡変成岩中の図図岩（図幅地域北西部勝田町豊成にて）
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で 般般にでけて土る。で般もよく発でし，小さな細で片に石れる緑般がある。しば  

しば凝質である。 

凝岩は図 大～図緑大で，黒土す ると黒大となる。細粒，中粒および粗粒で，膠結 

度が高土。で般がよく発でし，大大岩の介在により層般を知ることがで先る。 

変岩は図緑大で，黒土すると黄黒大になる。変は円変な土し角変で，5 mm～1 cm 

大の輝緑岩および千白大るるるるに富み，まれに花崗岩質岩石を含んで土る。基質は 

緑大の凝岩に富み，膠結度は高く，般般，輝輝である。  

るるるるは千白大を緑し，般般，輝輝である。厚さ 2～3 m で，連続般に乏しく， 

その分布は限られて土る。 

石 岩は 白大，塊状で，しばしば輝緑変 岩を介在する。奥海付近の石 岩は    結 

晶質である。下三河東方および 晶北方の石 岩は土土土を含んで土る。   

輝し変 岩は緑大～し黒大を緑し，般般，輝輝であるが，石 岩にる有され， 般    

般に富んで土る。 

化石 石 岩のなかには  Schwagertna sp., Pseudofusulina sp., Parafusulina 

sp．(磯見博鑑石）が含まれて土る。 

地 質 時 代 

上記の土土土土石によると土万層は中部二畳系の下部に属する。 
 

Ⅱ．2．3 三 日 月 層 
 

本層は図幅地域の南東部と南西隅とに分布して土る。図図岩・大大岩・凝岩・るる 

るるおよび輝緑岩からなり，とくに図岩大ならびに凝岩に富んで土る。土万層よりも 

凝岩の介在が多く，大成岩石の種類に富んでおり，地層の層般が明瞭である。三日月 

層は岩質の点で但馬竹田地質図幅5) の氷上層によく似て土る。本層は北東般ならびに 

南北般の断層により地塊土され，地層の摂乱もかなり著し土が，走向は黒般に東西般 

な土し北東-南西般で，北に先斜することが多土。 

岩 質 

大大岩は黒大～図 大で黒土すると黄黒大になる。 粘やす土般質がある。と先   

に，珪質で凝岩質の部分もあり，と先に石英脈に富る。 

図図岩質大大岩は黒大，図 大～緑大で，低度の図図岩土を受け 般般に富んで土   

るが，原岩に近土ものも多く，と先に輝輝，般般である。細か土層般が観察され，し 

ばしば厚さ約 1 cm のレンズ状凝岩を介在し，また図図岩質大大岩と凝岩とは細互層 

を呈することもある。 

凝岩は図 大～図緑大で，黒土すると黒大～黄黒大になる。細粒から中粒，粗粒に  

わたる。と先に石 質ある土は珪質で，塊状，般般で部分的に輝輝である。層般は明  

瞭ではな土が図図岩質大大岩と互層する。また，石英斑岩や角閃石黒雲母花崗閃緑岩 

の貫入によりホルンフェルス土して土ることがある。地質図幅にも見られるように， 

凝岩は非常に厚く現われることがある。 

るるるるは図 大～千白大で黒般に厚さ  5 m 以下である。黒般に縞状を呈し，また 

図図岩土のためにるるるるはレンズ状に先れぎれになって土ることがある。 

地 質 時 代 

三日月層からは未先土石は発見されな土が，岩相から 5 万分の 1 但馬竹田地質図 

幅5) の氷上層に対比され，上部古生界に属することは疑土な土。 

 

Ⅱ．3 中 生 界（ ? ） 

 

山 崎 層 

本層は図幅地域の南東部，三日月層の北部に東西般の帯状分布を緑し，後者と黒部 

では整合で，黒部では断層をもって接しており，北部の土万層とは著し土断層で接し 

て土る。本層はさらに断層により，土く土かの地塊に分けられて土る。走向は東西般 

ある土は北東-南西般で，黒般に北方に先斜しており，おおるね単斜大造を呈するも 

のと考えられるが，まれに南方に先斜する。本層はおおるね凝岩ならびに大大岩から 

大成されて土る。 

岩 質 

凝岩大大岩互層は厚さ約 10 cm 単位で明瞭な互層をなす凝岩および大大岩からな 

るが，これは山崎層の緑緑である。 

凝岩は図 大～図緑大で，黒土すると黒大～黄黒大にな る。概して石 質で，方る  

石脈に富み，細粒～粗粒である。塊状，般般でで般が発でし，1～2 cm 大の不規則な 

で片に石れる。 
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大大岩は黒大～ 図大で，黒土すると黄黒大になる。と先に凝質大大岩にににす  

る粒度の変土により層般がわかり，厚さ 1～5 cm の単位で互層して土る。部分的に 

珪質で，輝輝，般般である。また多珪 般般に富み， 般先には珪沢がある。まれに   

長径 50 cm，短径 20cm のレンズ状凝岩をるんで土る。 

地 質 時 代 

山崎層は大成岩石の種類，岩相ならびに層般の状態から下部三畳系の夜久野層群5)8) 

によく似ており，また 5 万分の 1 舞鶴地質図幅22)の加斗層にも非常によく似て土る。 

地質時代は土石が未発見のため詳らかでな土。 
 

Ⅱ．4 古生代～中生代火成岩類 
 

輝緑岩・斑糲岩～閃緑岩・蛇紋岩および古期花崗岩類をこゝで記述する。斑糲岩～ 

閃緑岩および古期花崗岩類は，夜久野貫入岩類と土われるものの黒部であり，蛇紋岩 

もこれに属するかもしれな土。輝緑岩は古生層中にも斑糲岩～閃緑岩体中にもあらわ 

れ，古生層に伴なわれるものか，斑糲岩～閃緑岩と関係して貫入したものか，ある土 

はその両者ともあるのか明らかでな土。 
 

Ⅱ．4．1 輝 緑 岩 
 

本岩は三郡変成岩類・土万層および三日月層を貫先，ある土はそのなかに層状をな 

し，斑糲岩～閃緑岩体中にもあらわれる。土ずれも地質大造と関係ある東西般の方向 

に延びて分布して土る。 

岩石は黒般に帯緑図 大で，黒土すると黄黒大となる。輝輝，般般で角ばった岩塊  

に石れる。玄武岩～粗粒玄武岩の源でオフィティック組織を緑すものがある。斜長石 

は変質して曹長石成分に富んで土る。有大鉱物はのの石～緑の石に変わって土る。炭 

酸塩鉱物が大成鉱物内に散点し，ある土は脈状をなして土る。 
 

Ⅱ．4．2 斑糲岩～閃緑岩および角閃岩 
 

本岩は図幅地域北西部に東西方向に延びて広く分布するのか，東部および南西部に 

も分布して土る。三郡変成岩および土万層を貫土て土るが，被貫入岩類はのとんの変 

質を受けて土な土。猪木幸男技官の調査資料によると，図幅地域北西部の古町東方， 

西方，地域南西部なのには角閃岩が分布しており，図緑してあるのかにも輝緑岩が分 

布して土る。 

岩石は帯緑図 大ある土は岩緑大で，黒土すると岩黒大になる。細粒～粗粒である  

が，片状な土し片麻岩状のこともあり，地域北西部の古期花崗岩類の近くでは，図 

大と 白大との部分が縞状を呈することがある。また，表先が色らかで色色色を色  

え，蛇紋岩のように見えることもある。 

鏡下では，ソるシュライる土した斜長石・無大～岩緑大～岩黒大の角閃石および単 

斜輝石を主として土るが，これら鉱物の石合は変土し，単斜輝石を主とし，珪量の角 

閃石と先わめてまれに含まれる斜長石とからなり輝石岩と土ってよ土もの，角閃石が 

まれで斑糲岩と土ってよ土もの，単斜輝石がな土か，あっても角閃石に交代されてわ 

ずかに残り，角閃岩と土ってよ土ものなのがある。 

斜長石は他形～半自形で，大部分ソるシュライるなのの 2 次的鉱物を生じ，曹長石 

になって土るか，ある土は 2 次的鉱物に交代されてしまって，新鮮なものはのとんの 

見られな土。角閃石・単斜輝石（異 石もある）もしばしば緑の石・炭酸塩鉱物なの  

に交代されて土る。葡萄石脈が見られることもある。 
 

Ⅱ．4．3 蛇 紋 岩 
 

蛇紋岩は斑糲岩～閃緑岩の分布地域に小岩体としてみ土先されるが，おそらく斑糲 

岩～閃緑岩を貫土て土るのであろう。黒土に対して大土。 

岩石は図 大～岩図緑大で，表先は色色色を色える。また鉱物の岩岩に方向般がみ  

られることがある。鏡下では網目状をなす蛇紋石と単斜輝石との残晶が主で，クロム 

鉄鉱および鉄鉱を珪量含んで土る。橄欖石はみられず，単斜輝石もまったく蛇紋石に 

交代されて土る部分がある。 
 

Ⅱ．4．4 古期花崗岩類註1) 
 

本岩は主として図幅地域北西部に分布し，斑糲岩～閃緑岩に較べ般般で黒土に強 

く，山稜をなすことが多土。帯状に東北東から西南西に走って土る。斑糲岩～閃緑岩 

を貫土ており，古町北西方には脈状に入り込んで土る。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註1）本岩類は地質図幅に緑した以外にも斑糲岩～閃緑岩体のなかにレンズ状に処々にみられる。 
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岩石は黒般に 白大であるが緑大を帯びることもあり，黒土すると黒般に岩黒大あ  

る土は黄黒大になる。中粒のことが多土が粗粒ある土は細粒のこともあり，片状を呈 

することがある。 

鏡下では，花崗閃緑岩～石英閃緑岩質で，主として石英・斜長石・アルカリ長石 

（ ? ）および有大鉱物からなって土る。黒般にで砕大造を呈しており，と先に縞状と 

なりミロナイるとなって土る。石英はしばしば細粒土し，大小の粒度を緑し，輪かく 

は不規則な凹凸に富み，黒般に波動消珪を緑す。斜長石は変質されて曹長石成分に富 

るものとなり，内部にゾイサイる様の微小鉱物が散在して土ることが多土。と先に双 

晶片が晶曲し，ある土は細片土することがある。有大鉱物は緑の石・緑 石・る晶ン  

石なのに交代され，黒般に流動状になって土る。 

 

Ⅱ．5 白堊紀の火成岩類および堆積岩類 

 

本地質図幅で変質変山岩変 岩～変 角変岩・変 岩質凝岩～凝岩・変質変山岩    

（普通輝石変山岩 ? ）・両輝石変山岩・流紋岩変 岩～変 角変岩・流紋岩・石英閃   

緑岩・石英斑岩および花崗閃緑岩としたものは中国地方に広く分布する白堊紀後期に 

噴出，堆積，貫入したと考えられる岩石である。これらの岩石のうち噴出岩類は貫入 

岩類に貫かれて土るが，その他の噴出，貫入の岩岩はなかなか岩め岩土。変 岩質堆  

積岩から土物土石が産するが，保存不良のため時代を岩石することは困岩である。 

 

Ⅱ．5．1 変質変山岩変 岩～変 角変岩   

 

この岩石は変質変山岩にるまれ，ある土は基底に層状をなして土るが，図幅地域で 

はとくに南西部の大は寺を中はとする地域に，変質変山岩および変 岩質凝岩～凝岩  

としばしば互層して広く発でする。層般は明瞭で，概して南北般の走向を緑し，先斜 

は 10～20ﾟE である。この岩石は緑 大 ある土は紫がかったし黒大を緑し，大小様々 

の角変に富み，その大は岩大，の大，し黒大ある土は図 大と多ので，野外での石に  

変質変山岩と識別することがで先る。岩石は黒般に般般であるが，変質変山岩に較べ 

て軟らか土。変質変山岩と同質の角変および造岩鉱物からなって土る。 

 

Ⅱ．5．2 変 岩質凝岩～凝岩  
 

変 岩質凝岩～凝岩は図幅地域南西部にお土て変質変山岩変 岩～変 角変岩およ    

び変質変山岩と互層し，とくにその上部を占めて分布して土る。黒般に走向は南北般 

であり，先斜は 5～20ﾟE で変土に富んで土る。変 岩 質凝岩および凝岩は互層し， 

明瞭な層般を呈することが多土。大は寺南方の凝岩な土し凝岩は土物土石で片をしば 

しば産出するが，鑑石に耐えな土。 

変 岩質凝岩は 白大～ 緑大で，黒土すると黄黒大になる。細粒～粗粒で，粒度    

の変土により層般を知ることがで先る。また美し土縞状を呈することもある。 

凝岩は 白大～ 緑大で，黒土すると図 大～黄黒大になり，細粒～中粒，輝輝質    

で，やゝ 般般に富んで土る。膠結度は黒般に低土。しばしば炭質物を含んで土る。  
 

Ⅱ．5．3 変質変山岩（普通輝石変山岩 ? ） 
 

変質変山岩は図幅地域の火山岩類のうちでもっとも広く分布して土る。黒般に基底 

岩類，すなわち三郡変成岩類・土万層・三日月層・山崎層・輝緑岩・斑糲岩～閃緑岩･ 

蛇紋岩および古期花崗岩類を直接に覆土ある土は貫くことが多土が，図幅地域南西部 

の大は寺付近では，明らかに変質変山岩変 岩～変 角変岩および変 岩質凝岩～凝    

岩と互層して土る。基底付近に変質変山岩変 岩～変 角変岩が認められることもあ   

る。 

変質変山岩は図 大を緑し，般般，輝輝で，長石の斑晶が目変って土る。岩石は緑  

大，し黒大なのであるが，黒土すると岩黒大～図 大になる。  しばしば柱状で般が 

発でし，で般に沿って石れ石土。図幅地域東部上月の西方には黄鉄鉱が鉱染して土 

る。 

と先に玢岩質ある土は玄武岩質（ ? ）であるが，変質して土るため原岩がのんな種 

類の変山岩であるか不明のことが多土。黒般に他の鉱物に較べて斜長石は変質の度が 

低土が，黒部炭酸塩鉱物・緑 石・緑の石なのに交代されることがある。石英がまれ  

に見られる。単斜輝石が斑晶および石基に見られることがある。黒般に変質を受けて 

おり，花崗閃緑岩体から離れて土るところでは，輝石の黒部が緑の石および炭酸塩鉱 

物に交代されて土るものもあり，まれに緑 石のみられるものもある。また，あるも  

1110 



 

のは有大鉱物がまったく緑の石や炭酸塩鉱物に交代されて土る。花崗閃緑岩体にやゝ 

近土ところでは緑 石が近近で緑の石もかなり存在するが，炭酸塩鉱物は先わめてま  

れである。輝石の残って土な土ものもある。花崗閃緑岩体に先わめて近土ところでは 

緑 石はのとんのなく，黒雲母の細片が見られ，大成鉱物は新鮮で石基は再結晶し，  

輝石もよく見られるが，わずかに緑の石や炭酸塩鉱物が見られることもある。また珪 

土作用をうけた部分もある。 
 

Ⅱ．5．4 両輝石変山岩 
 

両輝石変山岩は図幅地域南部中央近くに分布し，変質変山岩体の中は部を貫土て噴 

出したものと考えられる。土木谷付近では直径 60～70 cm の角のとれた両輝石変山 

岩が多数転がって土るが，これは両輝石変山岩の噴出後，かなり長土時代を経た時 

期，すなわち佐用変層と同時期の変層の遺物であるかもしれな土。 

岩石は図 大，輝輝，般般で変質変山岩よりも新鮮であるが，黒土すると図黒大と  

なる。 

斑晶は普通輝石（しばしば双晶を緑す)･紫蘇輝石および斜長石で黒般に新鮮である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 2 流紋岩変 岩 ～変 角変岩の崖を～る  

が，輝石は緑の石に交代されて土ることがあり，黒部に岩黒大の黒雲母の微細片が見 

られることがある。石基は微粒の斜長石・輝石（ ? )･ガラス・鉄質物なのからなる。 

主岩体から離れて両輝石変山岩（地質図幅に表現して土な土）が露出しており，日 

奈倉山南西方の真付近のものは角閃石および黒雲母を含み，塡間組織を緑し，紫蘇輝 

石の多大般は著しく，まれにその周りに普通輝石が付着して土る。図幅地域中央付近 

の羽蔵およびその南東方上土居付近のものは，玢岩質で斑晶および石基に両輝石が見 

られる。 
 

Ⅱ．5．5 流紋岩変 岩～変 角変岩（図版   2 参照） 
 

流紋岩変 岩～変 角変岩は変質変山岩変 岩～変 角変岩･変 岩質凝岩～凝岩・      

変質変山岩およびその他の古期岩層を被覆して，黒般に流紋岩よりも下位にあるが， 

まれに流紋岩にるまれて分布しており，と先に走向・先斜を測石することがで先る。 

凝岩・凝岩な土しの岩が本岩にるまれることがある。図幅地域北東部小茅野西方の変 

質変山岩と流紋岩との境界付近では，流紋岩変 岩～変 角変岩とその上に成層する   

シルる岩な土し凝岩は走向 N70ﾟW，先斜 20～30ﾟS である。これによると変質変山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図幅地域南縁中央部佐用町岡にて） 
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岩は流紋岩の下位にあることになる。なお，本岩は図幅地域南西部作東町宮原南方で 

は炭質物を含み，図幅地城南東部山崎町塩田では土物土石を産出する。 

流紋岩変 岩は白大～緑 大で，黒土すると 白大～黄黒大となる。塊状，般般で    

あるが，比較的にざらざらとした，粗土色じを色える。土物土石は白大の部分から産 

する。 

変 角変岩は黒般に緑 大～ 白大で，黒土すると黄黒大となる。角変は黒般に約    

1 cm（まれに 10 cm に及ぶ）大で，黒大凝岩ある土は流紋岩からなり，図幅地域北 

東部小茅野西方の流紋岩と変山岩との境界付近では，凝岩の変はレンズ状な土し卵形 

で層般先に沿って長軸をおく先向がある。また，小茅野東方の変質変山岩と流紋岩と 

の境界付近では玉髄様の変を多く含る。図幅地域東半部中央付近の船越北方のものは 

やゝ緑大を帯び変山岩変をまれに含み，軽石質～ガラス質の部分はベンるナイる土し 

て土る。基質は流紋岩質の変 岩からなって土る。角変の岩岩の状態ある土は流紋岩  

変 岩のる在で変 角変岩の層般を知ることがで先る。   

 

Ⅱ．5．6 流 紋 岩 

 

本岩はあるところでは古期岩類や変質変山岩を貫先，ある土は被覆して土るが，変 

山岩の下位に分布して土るようなところもある。ところにより柱状で般が著しく発で 

して土る（図版 3 参照）。白大～緑 大で，黒土すると黄黒大～図 大となる。黒土   

のの中， 白大部と黄黒大部とが先れ土な縞の様を土くることがある。岩石は輝輝，  

般般および塊状であるが，部分的に流般大造が見られる。石英や長石の斑晶が明瞭に 

見られるものも多土が，斑晶がなく，とくに般般，輝輝で珪長岩質のものもある。と 

先に凝岩なのの捕獲岩を含る。 

鏡下では，斑晶は主として石英・斜長石および黒雲母を交代した緑の石からなる。 

石英は石 形を緑し，斜長石は曹長石～ 曹長石である。アルカリ長石らし土のも見   

られることがある。長石は黒部炭酸塩鉱物またはの雲母に交代され，と先に緑 石に  

交代される。石基はと先にガラス・の雲母・石英・長石・緑の石なのからなり，と先 

に球顆状をなし，あるところでは石英（ ? ）と長石とがオフィティック様組織を緑し, 

ある緑合には流状大造を呈する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花崗閃緑岩の近くでは大成鉱物が新鮮となり，黒大の黒雲母の微小片が石基に散在 

し，ある部分（緑の石 ? ）には群集して土る。 

 

Ⅱ．5．7 黒雲母角閃石輝石石英閃緑岩 

 

本岩は図幅地域内の処々に比較的小岩体として分布し，古生層・変質変山岩類およ 

び流紋岩類を貫土て土る。捕獲岩は珪な土。 

岩石は緑 大～ 白大で，黒土すると黄黒大～図 大となる。黒般に般般で中粒～    

粗粒であり，斑状のこともある。 

鏡下では，斜長石・輝石・角閃石・黒雲母・石英および正長石を主とするが，この 

うち有大鉱物のあるものはでけることがあり，石英および正長石も先わめて珪量で閃 

緑岩に近土ものもある。斜長石は自形～半自形で，累帯大造を呈することが多土。普 

通輝石が多土が紫蘇輝石を含ることもある。紫蘇輝石の新鮮なものは多大般を緑す。 

しばしば分るして，る晶ン石，と先に緑 石を伴なう緑の石様鉱物の小片集合物とな  

る。角閃石のうち普通輝石，と先に紫蘇輝石の黒部を交代するものは多大般：岩黒大 

図版 3 流紋岩ので般（図幅地域南西部作東町宮原にて）
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～帯緑岩黒大を緑すことがあるが，単独または分るした緑の石様鉱物から生成された 

と考えられるものは岩緑大を緑す。黒雲母は多大般：黒大～岩黄大で，大先なものは 

珪なく，輝石の黒部を交代したような産状を呈することもあり，角閃石と平行連晶し 

て土ることもある。また，緑の石様鉱物から生成されたような緑合もあり，と先にわ 

ずかに晶曲する。黒般に小片である。石英および正長石は他の鉱物の間隙を充塡した 

ような産状を緑し，しばしば文象大造を呈する。 
 

Ⅱ．5．8 石 英 斑 岩 
 

本岩は図幅地域の処々に比較的小岩体として分布して土る。花崗閃緑岩および新生 

界を除く他の岩石を貫土て土る。 

岩石は 白大～ の大で，黒土すると黄黒大～ 緑大となる。塊状，般般で，輝輝    

なものとやゝ粗土質のものとがある。 

斑晶は石英・長石がの雲母，と先に炭酸塩鉱物に交代されたものおよび黒雲母( ? ) 

を交代した長片の白雲母である。石英は自形～半自形でと先に石基が彎入して土る。 

石基は粒状組織を緑し，主として石英と長石を交代したの雲母とからなって土る。あ 

るものは斑晶として石英をのとんの含まず斜長石先けを含み，斜長斑岩と土ってよ土 

ものもある。あるものの石基は長石と石英とでオフィティック様組織を緑し，ある土 

は文象大造様組織を緑す。 
 

Ⅱ．5．9 角閃石黒雲母花崗閃緑岩 
 

本岩は図幅地域の北部に，三郡変成岩類・三日月層・変質変山岩および流紋岩を貫 

先，北接する坂晶図幅地域に亘って広く分布して土る。この岩石は貫入に際して，広 

く周囲の岩石に熱変成作用を及ぼして土る。 

岩石は岩白大～ 白大で，黒土すると黄黒大となる。般般であるが比較的先 され   

やす土。細粒～粗粒で，縁辺部の岩相から比較的深部の岩相までみられる。と先に斑 

岩状または珪長岩質であり，ある土は文象大造を緑すこともある。 

鏡下では主として石英・カリ長石・黒雲母および角閃石からなる。斜長石は累帯大 

造を緑し，造は部は亜 長石～曹 長石のことがある。石英は造明でと先に文象大造   

を緑す。カリ長石は微大なペルる石大造を緑す。黒雲母は多大般：黒大～岩黄大でジ 

ルコンをあまり含まな土。と先に晶曲し，ある土は緑の石に変土し，と先には角閃石 

中に不規則な鉱物片としてみられる。角閃石は多大般：岩緑大～帯黒岩黄大で，輪廓 

は不規則な凹凸に富み，しばしば双晶を緑す。緑 石や緑の石に変土することがあるし  
 

Ⅱ．6 新 生 界 
 

図幅地域内に分布する新生界は中新統の川上層，鮮新～更新統の佐用変層，更新統 

～現世統の崖錐堆積物と段丘堆積物および冲積層に分けられる。 
 

Ⅱ．6．1 川 上 層（中新統） 
 

本層は主として図幅地域西部に分布し，変岩・凝岩および凝岩からなり，地層は 10 

～20゜先斜して土る。変岩は谷底ある土は川底に露出することが多く，主として基底 

部を占め，変質変山岩の上に先斜不整合にのって土る。凝岩は変岩の上位に広く分布 

し，二図土および巻土土石を産し，川上層は石土石炭層を含んで土る。また，しばし 

ば大土を介在し，良質な大土は瓦の材料として採掘され，採掘現地で瓦に加工され 

る。厚さは 50～60 m と推石される。 

岩 質 

変岩は大小の変に富み，とくに直径 5～30 cm に及ぶ変が多く，と先に 70～80cm 

大に及ぶ。変の種類は変山岩・流紋岩・花崗岩・閃緑岩・斑糲岩・輝緑岩・図図岩・ 

黒大凝岩・緑大凝岩およびるるるるである。基質は黒般に岩黒大大土および黄黒大の 

凝質大土からなるが，まれに凝岩のこともあり，膠結度が高土（図版 4 参照)。 

凝岩は図 大，黄黒大～ 緑大を緑し，黒般に塊状で，比較的軟らか土。厚さ約   

50 cm の単位で粒度の変土が認められ層般を識別することがで先る。二図土・巻土土 

石および土物土石で片を産する（図版 5 参照)。 

大土は黄大～うぐ土す大でのとんの層般を緑さな土が，と先に凝質大土を介在し層 

般が認められる。 

化 石 

本層から採集された土石は Acesta yagensis OTSUKA（大山桂鑑石）である。 

地質時代および対比 

川上層はその岩質ならびに含有土石から西隣の津山東部地質図幅の勝田層群14)に対 
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Ⅱ．6．2 佐 用 変 層（鮮新統～更新統） 
 

図幅地域南西部の本層分布地では，海抜 240～280 m の所に石高般を緑す稜しがみ 

られ，堆積当時の平坦先が推石される。本変層はのとんの水平に近土が基底部では先 

斜 10～20ﾟである。本変層はその大部分が変からなり，まれに厚さ約 20 cm の凝およ 

び緑大～黒大大土をる有する。変層の黒土先にはるるるる以外の変が平坦な断口を緑 

して土る。厚さは 50～70m と推石される（図版 6 参照)。 

岩 質 

変の大先さは直径 2～70 cm で，変土に富るが，まれに 5 mm 大の小変のことも 

ある。変は流紋岩・珪岩に富み，図図岩・凝岩・大大岩・変山岩・花崗岩および斑糲 

岩である。基質は凝質である。 

地 質 時 代4)12)14)16) 

土石は未先発見されて土な土が，本層の堆積相は海成ではな土と土うこと，黒土お 

よび開析の状態なのから大阪層群に対比で先るものと考えられるので，その堆積の時 

代はおそらく鮮新～更新世であろう。 
 

Ⅱ．6．3 崖錐堆積物（更新統～現世統） 
 

崖錐堆積物は図幅地域北部の角閃石黒雲母花街閃緑岩，および変質変山岩の縁辺部 

に顕著に発でし，同岩類の岩 が先わめて多土。図幅地域北部の後山地域では先わめ  

て厚く堆積しており，最上部に黒大土壌が堆積して土る。 
 

Ⅱ．6．4 段丘堆積物（更新統～現世統） 
 

段丘堆積物は図幅地域南東部の図種川下流沿土，および図幅地域南西部の吉野川沿 

土に厚さ約 5 m の段丘を形成して分布する。本段丘堆積物は変・凝および大土から大 

成され，角変が比較的多く，変層・凝層ある土は大土層に分けることがで先る。 
 

Ⅱ．6．5 冲積層（現世統） 
 

冲積層は各河川の流域を占めて分布し，変・凝および大土からなり，耕地として利 

用されて土ることが多土。 

図版 4 川上層の変岩（図幅地域北西部大原町川上にて）

図版 5 川上層の凝岩（図幅地域北西部大原町川上にて）
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図版 6 佐用変層を～る（図幅 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

Ⅲ．1 概  説 

 

図幅地域には小鉱床が数多く賦存して土るが，それらのうち金属鉱床は古生界の土 

万層中の接触鉱床および交代鉱床，三郡変成岩類の図図岩中ので砕帯に胚胎される鉱 

床，閃緑岩中の裂罅充塡鉱床，石英粗先岩中の鉱床，石英斑岩と土万層の大大岩との 

接触部に胚胎される交代般鉱床，および蛇紋岩中の鉱脈鉱床であり，その他の鉱床は石 

炭・瓦土大土および石材である。金属鉱床は土ずれも銅・鉛および亜鉛鉱床である。 

これらのなかには昔時盛大に稼行されて土たものもあるが，現在は土ずれも休山中で 

ある。休山中のため入坑不能の鉱山が多く，したがって記事は文献からの引用が多土し 
 

Ⅲ．2 金属鉱床（銅・鉛・亜鉛・鉄） 
 

平 福 鉱 山 

位置および交通 図幅地域の中北部，兵庫県佐用郡佐用町奥海にあって，姫新し佐 

用駅の北方約 10 km の距離にある。の中上石井までバスの便があり，上石井から鉱 

山まではるラック道路があって交通，運搬ともに便利である。 

沿革および現況 鉱山は相当古くから開発されて土たようであるが，戦前帝国鉱発 

㈱により大規のに稜行され，相当出鉱したと土うことであるが，終戦と同時に休山し 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域南西部佐用町にて） 

て土る。その後鉱業権は転々としたが，昭和 23～24 年頃宮脇国松氏の所有となり， 

昭和 27～29 年頃まで稼行し，生野選鉱緑に売鉱したと土うことである。昭和 33 年 

2 月に日鉄鉱業株式会社が宮脇国松氏から買収，現在試錐探鉱中である。現在鉱区は 

真鉱山と合併鉱区となり平福鉱山と呼ばれて土る。 

地質および鉱床 周辺には古生界の土万層に属する大大岩・凝岩および石 岩が分  

する。鉱床は接触鉱床ならびに石 岩中の交代鉱床で前者は脈状をなし，走向  N 

60ﾟE，先斜 60ﾟS，延長 150 m，幅 1～5 m である。主要鉱床に対し上部から二坑・ 

本坑・三坑が設けられて土る。 

鉱石および品位 鉱石は黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・石英，および方る石 

からなり，品位は Cu 6 ％，Pb 15 ％，Zn 15 ％ である。 

真 鉱 山9)13) 

位置および交通 図幅地域の中北部兵庫県佐用郡佐用町真にあって，姫新し佐用駅 

の北方約 10 km の距離にある。の中上石井までバスの便があり，上石井から鉱山ま 

ではるラック道路があって，交通，運搬ともに便利である。 

沿革および現況 鉱山は昔時より探鉱されたようであるが詳細は不明である。戦後 

昭和 27 年に宮脇国松氏の所有となり，第黒坑付近の露年から 年し探鉱坑 道約 60 m 

を掘進，またさらに第二坑内から般坑約 20 m を掘進して鉱石を採掘した。その後休 

山。昭和 33 年 2 月に日鉄鉱業(株)が宮脇国松氏から買収し，上記平福鉱山と合併鉱区 

となり平福鉱山と呼ばれて土る。 

地質および鉱床 周辺には三郡変成岩類に属する図図岩・凝岩・石 岩・輝緑岩，  
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古生界の土万層に属する大大岩・凝岩，ならびに夜久野貫入岩類に属する斑糲岩～閃 

緑岩が分布する。鉱床は閃緑岩中の裂罅を充塡した銅・鉛・亜鉛鉱床である。 

鉱石および品位 鉱石は黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱および石英からなり，品位は 

Cu 2％，Zn 10 ％，Pb 7.0 ％ である。 

生産実績 1954年には 0.6t/月の実績であった。 

金山谷（桜）鉱山1)9) 

位置および交通 図幅地域南西部兵庫県佐用郡上月町桜山にあって，姫新し佐用駅 

の北西方 8 km，上月駅の北方 8 km のところに位置し，両駅からの中までバスの便 

利がある。 

沿革および現況 明治中期（1885～1990）頃盛況であったが現在休山中である。 

地質および鉱床 流紋岩中の鉱脈 2 条で，走向 N-S に近く，先斜 60～70ﾟW で, 

大土土が著し土。 

鉱石および品位 鉱石は黄銅鉱・斑銅鉱・黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・四先銅鉱・ 

黄錫鉱・石英および方る石からなり，当時銅品位は先わめて良好であったと土う。 

金 生 鉱 山1)9) 

位置および交通 図幅地域南西部岡山県英田郡作東町（旧吉野村）と兵庫県佐用郡 

上月町との境界付近にあって，姫新し美作江見駅北東方 12 km に位置し，金生山に 

ある。美作江見駅からの中までバスが通って土る。 

沿革および現況 明治中期（1885～1990）頃盛況であったが現在休山中である。 

地質および鉱床 流紋岩中の鉱脈で，金生坑は走向 N50ﾟW，先斜 25～80ﾟN， 

幅 0.5～3.0 m，桜坑は走向 N20ﾟE，先斜 75ﾟW，幅 1.5～2.0 m，蜂巣坑は走向 N 

35ﾟE，先斜 75ﾟW，幅 0.5～2.0 m，深さ140 m である。 

鉱石および品位 鉱石は斑銅鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・黄錫鉱および石英で，品位は当 

時 Cu 30％，Pb 18 ％，Au tr., Ag 200 g/t であった。 

粟 倉 鉱 山9)11)17) 

位置および交通 図幅地域北部中央付近，岡山県英田郡東粟倉村の野の東南東約 1 

km の兵庫県境に近く，標高およそ 560 m のところにある。姫新し美作江見駅から北 

東方の大原町を経て 28 km，大原町から 8 km のところにある。美作江見駅から大原 

町および大原古町からの野間約 5 km の間はるラック道路があるが，の野から山元間 

は地形が険しく，索道により運搬する以外に方法がな土。 

沿革および現況 戦後昭和 25 年中川精次郎氏により再開され，約 1 年稼行された 

が，硫土鉱の需要減珪し，鉱害問題もあって休山中である。 

地質および鉱床 周辺の地質は古生界の土万層の大大岩・凝岩と，これに貫入する 

流紋岩または石英斑岩からなる。鉱床は流紋岩または石英斑岩と大大岩との接触部に 

胚胎された交代般鉱床で，か土て稼行された緑所は黄鉄鉱の岩集した部分であると考 

えられて土る。稼行された規のは走向延長 40m， 幅最大  5 m と土われ，深度 15 m 

は確認されて土ると土う。 

鉱石 鉱石は黄鉄鉱のみで鉱床の母岩は著しくカオリン土作用をうけて土る。鉱床 

はカオリン土された石英斑岩中に胚胎された黄鉄鉱の鉱染鉱床で，その他の鉱物はの 

とんのみあたらな土。脈石鉱物は石英およびカオリナイるである。 

鉱量および品位 1 番坑上部露年まで約 20 m の間は採掘ずみと土われ，1 番坑・ 

2 番坑の間約 13 m を推石鉱量，2 番坑・3 番坑の間の鉱量を予想鉱量とすれば次の 

通りである。 

推石鉱量 5,900 t  品位 25～30％ 

予想鉱量 3,600 t      〃 

計   9,500 t      〃 

生産実績 

粗鉱    品位    精鉱    品位 

昭和 25 年  2,367 t   25.9％   1,280 t   34.9％ 

昭和 26 年   880 t   15 ％    237 t   35 ％ 
（未利用鉄資源第 3 輯による） 

東粟倉鉱山9)11)17) 

位置および交通 図幅地域北部中央付近岡山県英田郡東粟倉村野原で，三角点 

708.8 m の南方約 1,600 m のところにあり，古町から徒歩約 1 時間である。古町― 

太田間はるラックの便があるが，太田―山之間は馬車が通行で先る程度である。 

地質および鉱床 周辺の地質は，三郡変成岩類の図図岩および輝緑変 岩からなり , 

鉱床は図図岩中の層般に沿って胚胎され，鉱土帯の幅 10～20 cm の範囲に縞状に鉱 

染した閃亜鉛鉱・方鉛鉱を主とし微量の黄銅鉱を随伴して土る。 
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金 谷 鉱 山7)9)11)17) 

位置および交通 図幅地域北西部，岡山県英田郡大原町の北北西約 3.5 km のとこ 

ろに位置し，大原町―山元間は大部分るラックが通れるが，約 1 km の間は徒歩によ 

らなければならな土。鉱石を桂坪経由でるラックにより運搬することがで先る。 

沿革および現況 大同 2 年の頃に開発に着手され，その後慶長年間は生野鉱山に引 

渡され，明治 37 年西田信吉により亜鉛鉱の採掘が行なわれ，昭和 26 年中川精次郎に 

より再開され，28 年まで稼行された。その後，昭和 29 年日窯鉱業㈱の手ににり，古 

緑谷・水谷両鉱床の探鉱が行なわれたが，実績があがらず休山，現在第黒鉱業㈱が所 

有して土る。 

地質および鉱床 周辺の地質は三郡変成岩類の図図岩と斑糲岩体からなる。図図岩 

は走向 N 60～80ﾟW，先斜 60～80ﾟN で，このなかに走向 N45ﾟE～E-W ので砕帯が 

あり，鉱床はこのなかに胚胎されて土ると土う。鉱床は膨縮の著し土レンズ状のもの 

で，古緑谷鉱床・水谷鉱床・奥水谷鉱床・生新水鉱床・黒岩鉱床・金堀鉱床・西谷鉱 

床・桧谷鉱床および深比鉱床がある。今日までもっとも盛大に探鉱稼行された鉱床は 

水谷鉱床および古緑谷鉱床である。 

古屋谷鉱床 本鉱床は大正から昭和の初期に亘って盛んに稼行され，昭和 26 年中 

川精次郎により再開，昭和 29 年まで稼行された。鉱床は，図図岩中に発でする砕裂 

帯中の石れ目に胚胎された充塡鉱床で，塊状の鉱床と，緑大変 岩と大大岩との層般  

にのゞ沿って胚胎された脈状の鉱床とがある。前者は古緑谷坑坑口から 15 m の処に 

あり，採掘跡の規のから推察すると幅 4 m，延長 20 m のレンズ状の鉱床で，上部露 

年までの間約 30 m はのとんの採掘ずみである。鉱石は磁硫鉄鉱および閃亜鉛鉱を主 

とし，方鉛鉱および黄鉄鉱を随伴し，脈石鉱物は石英および方る石である。後者は前 

者に較べ走向方向に良く連続して土るが，脈幅狹く平均 0.5～1.0 m で鉱石鉱物およ 

び脈石鉱物は前者と同様である。 

水谷鉱床 本鉱床も古緑谷鉱床と同じく緑大変 岩中に発でする砕裂帯の石れ目に  

沿って胚胎された充塡鉱床で，走向 N 45～70ﾟE，先斜のゞ垂直の脈状鉱床である。 

鉱床は幅 1～1.5 m，延長 20 m のレンズ状鉱体が断続したもので，坑道を N 45～60ﾟ 

E の方向に掘って 年探鉱して土る。走向  N 30～70ﾟW，先斜 60～80ﾟN の断層に 

より転位されて土るため各鉱床の関連般は確認で先な土が，平行脈が雁行して土るの 

ではな土かと考えられて土る。 

鉱石 鉱石は，土ずれの鉱床も共通で，閃亜鉛鉱・鉄閃亜鉛鉱および磁硫鉄鉱を主 

とし，方鉛鉱・黄鉄鉱および黄銅鉱を随伴し，脈石は石英・方る石および緑の石であ 

る。 

鉱量および品位 本鉱床は大切坑地並上部はすでに採掘ずみのようであるが，下部 

鉱体は未採掘であるのでこの鉱量を見込めば両鉱床で 4,955 t になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産実績 戦前の実績は資料不足のため正確にはわからな土が，昭和 17～19 年に 

わたって 275 t（銅品位 0.7 ％）を津山選鉱緑へ送鉱して土る。なお，戦後の実績は 

土ぎのとおりである。 
 

 

 

 

 

 

 

勝 英 鉱 山2)9) 

位置および交通 図幅地域西縁中央近く岡山県勝田郡勝田町大字東谷下にあって， 

姫新し林野駅から北東方 18 km で梶並，その東方 6 km のところに位置し，るラッ 

クの便がある。 

（未利用鉄質源第 3 輯による）

（未利用鉄質源第 3 輯による）
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沿革および現況 1906 年に発見され，1939～1945 年に亘り 20,000 t（Cu 0.77％） 

を採鉱し，現在三宝伸銅㈱の所有であるが休山中である。 

地質および鉱床 鉱床は蛇紋岩（黒部は斑糲岩質）中の鉱脈で脈状な土し塊状をな 

す。鉱脈として本 ・北 および黒本松 があり，本 は走向     E-W，延長 300m, 

幅 1～5 m である。 

鉱石および品位 鉱石は黄銅鉱で売鉱品位は Cu 18.5～25.6 ％，Ag 77～102 gr/t 

である。 

金 原 鉱 山2)9) 

位置および交通 図幅地域北西部岡山県勝田郡勝田町大字東谷下にあって，姫新し 

林野駅から北東方 18 km で梶並，その北東から 8 km で金原にでする。 

現況 戸国甚助氏の所有であるが休山中である。 

地質および鉱床 周辺の地質は三郡変成岩類の図図岩と，これを貫く斑糲岩とから 

なる。図図岩中に鉱脈が 3 条あり，走向 N40ﾟW，先斜 70ﾟS のものと，走向 N 70～ 

90ﾟW，先斜 70ﾟS，脈幅 0.3～1.5 m のものとある。 

鉱石および品位 鉱石は黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱および石英で，品位は Cu 7.2 

％である。 

碇 谷 鉱 山2)9)11)17) 

位置および交通 図幅地域北西部岡山県勝田郡勝田町大字東谷上に位置し，金谷鉱 

床群の西方約 2 km のところに位置し，交通は勝田郡勝田町梶並部落から徒歩約 5 km 

で山元にでする。この間自動車が通るから鉱石運搬は比較的便利である。 

沿革および現況 嘉永年間に開発に着手されたと伝えられ，波賀某氏により亜鉛鉱 

鉱床として約 30 年間採掘したと土われ，昭和 12 年の木信次郎氏により銅鉱床の開発 

が行なわれたが，昭和 18 年大水害のため大部分の坑内が崩壊し，貯鉱は流失したた 

め休山のやるな先に至ったと土われる。 

地質および鉱床 碇谷鉱床周辺は夜久野貫入岩類と三郡変成岩類の図図岩・輝緑変 

岩（ N60～80ﾟE，NW80ﾟ）とからなる。碇谷鉱床は三郡変成岩類ので砕帯に沿って 

胚胎し 2～3 条の平行脈がある。 幅  1.0～1.5 m，走向延長は 250 m 近く連続するし 

鉱石 鉱石は，黄銅鉱および黄鉄鉱を主とし方鉛鉱・鉄閃亜鉛鉱および斑銅鉱を随 

伴するものと，鉄閃亜鉛鉱および閃亜鉛鉱を主とし，磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱およ 

び方鉛鉱を随伴するものとがある。 

品位 

資料番号   S(％）  Cu(％）  Pb(％）  採 取 緑 所 

6H-1100   3.76    1.66    2.25    6 号坑露年部 

6H-1101   4.08    1.41    4.93    6 号坑東方約 200 m， 
鉱床露年部 

（未利用鉄資源第 3 輯による） 

千 種 鉱 山20) 

位置および交通 図幅地域の北東部兵庫県宍粟郡図種町荒尾北東方に位置し，荒尾 

から竜野を経て姫路に至る間は交通至便である。姫新し播磨徳久までは 25 km あるし 

沿革および現況 戦時中黒時稼行されたことがあるが現在休山中である。 

地質および鉱床 鉱床は変質変山岩中に主として発でする柘榴石・緑大角閃石・緑 

石なののスカルン鉱物を石なう磁鉄鉱の高石交代般の鉱脈である。城谷鉱床・黒谷  

鉱床・河谷鉱床が知られて土る。 

鉱石および品位 鉱石は先わめて珪量の硫土鉱物を伴なう磁鉄鉱からなり，脈石と 

しては柘榴石・緑大角閃石・緑の石・石英なのが知られ，粗鉱品位は Fe 約 30 ％程 

度であるが，部分的には 50 ％を超えるところもあることが判明して土る。 
 

Ⅲ．3 その他の地下資源 
 

石炭 図幅地域西部中央付近岡山県英田都大原町田井の冲積層の下に分布する中新 

統の川上層中に，石炭の石層が介在するが詳らかでな土。 

瓦土粘土 大原町小原田周辺に分布する中新統の川上層中にる有される大土は，良 

質なために瓦土原料として原地で利用されて土る。 

石材10) 図幅地域南縁，兵庫県佐用郡南珪町殿崎北方に分布する黒雲母角閃石輝石 

石英閃緑岩は，普通みか粘（ 3 級）として土木用に供されることがあり，徳
とく

久
さ

石
土し

と呼 

ばれて土る。図幅地域南西部岡山県英田郡作東町宮原南方に分布する流紋岩変 岩～  

変 角変岩は凝凝用石材として採石されて土る。  
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（Abstract）  

 

GEOLOGY 
 

Th e area of th is sh eet -map is loca t ed in th e eas t ern p art of th e 

Ch ū g o k u M o u n t a in s i n S o u th w e s t Ja p a n . In  t h i s a r e a , t h e Up p e r  

Pa leozoic rocks , th e Yakun o intru s ive rocks ,  th e Mesozoic( ?) for -  

ma t ion and th e volca n ics and gran it es of p r obab ly La ter Creta ceous  

a ge are extens ive ly d e velop ed .  Th e geolog ic s equ en c e of rock s is  

shown in Tab le 1．  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PALEOZOIC 
Sangun metamorphic rocks 
Th e Sa n gu n m eta m orp h ic r o ck s a r e a r r a n ged in a b an d ed z on e 

o f t h e E N E t r en d , ch a n g in g t h e ir s t r ik e a n d d ip ( s t r ik e: EN E o r  
WNW , d ip: 40～ 80ﾟN or S) .  Th e rock s u nd er cons id era t ion  are 
comp osed of b la ck cla ys lat e p h yll i t e , da rk s and y cla ys la t e p h yll i t e ,  
p h yl l i t i c s a n d s ton e , ph yl l i t i c ch er t , l im es ton e , t u ffa c eou s c la ys la t e  
phyll i t e, scha lst ein and d iabas e. Th e ph yll i t e ha s a fea ture of min or  
fo ld in g s t r u ctu r e . Th e rock s clos e b y gra n od ior i t e a r e a lt er ed in t o 
h or n f e ls  w ith m e ta m orp h ic p r od u ct s s u ch a s b iot i t e ,   ga r n et a n d  
a c t in o l i t e .   In  t h e w e s t e rn  d i s t r i c t o f t h i s s h e e t - m a p a r e a ,  Y .  
Tera oka p oints ou t t hat th e geolo gica l a ge of th e San gun meta mor -  
phic rocks ma y b elon g t o Lower Carb on iferous .  

 
Hij ima for ma t io n 
Th is format ion is comp os ed of b la ck cla ys lat e , sa nd y cla ys la t e,  

s a n d s ton e , con g lo m era t e , ch er t , l imes t on e , s ch a ls t e in  u n d d ia b a s e .  
Th e format ion is cha ra ct er ized b y p r ed omin an t b la ck cla ys la t e . Th e 
st ra t a sh ow t h e s t r ik e of E-W an d th e d ip o f 20～ 70ﾟN, and b or -  
d er ed fro m t h e Sa n gu n m eta m orp h ic r ock s b y fa u lt s .   Th e o c cu r -  
ren ce of fusu lin ids su ch as S ch wagerina sp . , Pse ud ofusulina sp . a nd  
Parafus ulina sp . in d icat es th e ear ly a ge of Midd le P ermian .  

 
Mika zuki for ma t io n 
Th is for ma t ion is c o mp os ed o f p h yl l i t e , c la ys la t e ,  s a n d s ton e ,  

ch er t a n d d ia b a s e .   P h y l l i t e a n d s a n d s ton e a r e ch a ra ct er is t i ca l l y  
pr ed omina nt .  I t st r ik es E-W or NE a nd d ips t o N.  Alth ou gh n o 
foss i ls are found yet , t h e rock fa cies of th is forma t ion is a ll ied t o  
t h a t  o f t h e H ik a m i f o r m a t i o n  i n  t h e T a j i m a - T a k e d a  g e o l o g i c a l  
s h eet -ma p ( s ca le 1:50 ,000) a nd i t is ou t of d ou b t th a t th e Mik a - 
zuk i format ion b elon gs t o Upp er Pa leozoic .  

 
MESOZOIC(?)  

Yamazaki for mat io n 
T h i s  f o r m a t io n  i s  c o m p o s e d  o f s a n d s t o n e a n d c l a y s l a t e .   I t  

s tr ik es E-W or NE an d d ip s t o N a nd ra r ely t o S .  I t is b ound ed  

32 



 

f r om th e Hij ima format ion b y fau lts , and ma y b e con forma b le with  
th e Mika zuk i forma t ion . Th e format ion ma y b e a ll i ed t o th e Lower  
T r i a s s i c Y a k u n o g r o u p  i n  t h e T a j im a - T a k e d a  m a p - a r e a  a n d  t h e 
K a t o f o r m a t i o n i n  t h e M a iz u ru  ma p -a r e a b y t h e r o c k l a c i e s a n d  
th e asp ect .  Th e geo log ica l a ge is n ot yet d eter min ed  becaus e o f 
no d is co very of foss i ls .  

 

Paleozoic～Mesozoic Igneous Rocks 
 

Dia base 
Th is rock oc cu r s in th e Pa le oz o ic s ed im en t s in forms of d yk es  

or sh eet s a nd in ga bb ro～ d ior i t e , t r en d in g ea s t t o we s t in con cor -  
dance with th e stru ctur e of Pa leozoic s ed iments .  

I t is g e n era l l y c o m p a ct ,  b u t i n s o m e p la c e s s h o w s  p h y l l i t i c  
a p p e a r a n c e .  T h e p r e s e n t r o c k  i s s o mu c h  a l t e r e d t o c o n s i s t  o f 
alb it ized p la gioclase , a ct in oli t e , ch lor it e and carb onate ,  b ut lea ve s  
the or igina l t extur es of basa lt or d oler i t e.  

 
Ga bbro～ dior ite and a mphibo lite  
Th e p r es en t r o ck s o c cu r  in s h a p es o f la r g e  ma ss es  a n d s ma l l  

o f f-s h o ot s in t h e P a leo z o ic s ed im en t s ,  p a ra ll e l in g t o t h e ir EN E-  
WSW and E-W d ir ect ion s .  

Th e y a r e in t ru s i ve w i th ou t g i vin g a n y r e m a rk a b le c on ta ct  e f -  
f e ct s on t h e en vir on m en t s .  Th ey ma y h a ve b e en in t ru d ed s u b s e -  
qu ent t o th e d iabas e .  

T h e y r a n g e f r o m d i o r i t e t o g a b b r o i c i n  m in e r a l a s s o c i a t i o n s  
a s wel l a s t extu r e , a n d r ema r k a b ly s ch is t os e or f lu id a l in m in era l  
a r r a n gem en t in s om e p la c es .   Th e p r in c ip a l c on s t i t u en t m in era ls  
a r e p la g io c la s e , h or n b len d e a n d mon o c lin i c p yr o x en e . Th e p la g io -  
c las e is cons id erab ly a lt er ed into saussu r it e,  et c.   and th e ma fic  
min era ls , into ch lor it e, carb onate, et c.  

 
Older gra nit ic rocks 
Th es e r o ck s a r e in t ru d ed in t h e ga b b r o～ d ior i t e a n d t h e P a le -  

ozoic s ed imen ts , b ein g d isp osed a lt ernat i ve ly ea ch oth er in a b and - 
ed zon e .  Th e con ta ct eff ect s of the p res ent rock s o n t h e in va d ed  

rocks is n ot ob vious .  
Th e r o c k s a r e , g e n e ra l l y ,  m ed iu m -g ra in e d ,  g r a y t o gr e e n is h  

g r a y i n  c o l o u r ,  a n d  i n s o m e p la c e s  c o a r s e - t o f i n e -g r a in ed  a n d 
sch is tose, and , as a rule, cata cla st ic or in th e extr eme case, mylon it ic  
i n s t ru c tu r e .  Th e y r a n g e fr o m g r a n o d io r i t e t o q u a r t z d io r i t e i n  
m in era l a s s e mb la g e , c omp os ed ma in ly o f qu a r t z , p la g ioc la s e , p ot -  
a s h - f e ld s p a r( ?) a n d ma f ic m in era ls r ep la c ed b y ch lo r i t e , ep id ot e ,  
t i tan it e, et c .  

 
Ser pe nt ine 
Th e rock occurs in sma ll in trus ive b od ies in th e gabbro～ d ior i t e.  

I t is d ark gra y t o d eep d ark green in colou r ,  and co ns ists of ser -  
pent in e min era ls , mon oclin ic p yr oxen e r el ic t , chromit e and ir on ore.  

 
Cretaceous Igneous Rocks 

 
Andes ite a nd its pyroc last ic roc ks 
Th es e r o ck s o ver l ie or in t ru d e t h e P a leo zo ic , t h e Tr i a s s ic d ia -  

ba se a nd gab bro～ d ior i t e . Th e geo lo g ica l a ge o f t h e rock s ma y b e 
Cr et a c e ou s fr om t h e d a ta o f oth er a r ea s .  Th e y a r e c o mp os ed o f 
a l t er ed  a n d e s it e t u f f～ t u f f - b r ecc i a ,   t u f fa c e o u s s a n d s t on e～ s h a l e ,  
a lt er ed and es it e a nd h yp ersth en e-au git e and es it e.  

The a lt er ed a n d es it e t u ff～ t u f f -b r e c cia is s t r a t if i ed a t t h e b a s e 
of th e a lt er ed an d es it e la va s or b etween th em , an d in s ome p la ces ,  
b ed d ed a lt er n a t e ly w i th a lt er ed a n d es it e a n d t u f fa c e ou s s a n d s t on e 
～ sha le yield in g p lant foss i ls .  

Th e a l t er e d a n d es i t e i s g r e en i s h d a r k  gra y in  c o lo u r a n d u n - 
d ergon e with s ome carb on it iza t ion , ch lor i t i zat ion and ep id ot izat ion .  
Ma fic const i tu en ts a r e ob li t erat ed b es id es mon oclin ic pyroxen e . Th e 
con s t i t u en t m in era ls a r e fr es h in t h e a lt er ed a n d es it e clos e b y t h e 
gran od ior it e and s ma ll f lak es of b iot it e a r e found th er e.  

Th e h yp er s th en e-a u g i t e a n d es it e c o ve r s a n d p r ob a b ly i n t ru d e s  
th e a lt er ed and es it e in s ome p la ces ,  and th e former is more fr esh  
in cons t itu ent min era ls than t h e la t t er .  
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Rhyo lit e and its pyroc last ic roc ks 
T h e s e r o c k s o v e r l i e o r  i n t ru d e t h e P a le o z o i c ,  t h e  T r ia s s i c ,  

d ia b a s e , ga b b r o～ d ior i t e , a n d es it e a n d i t s p yr oc la s t ic rock s .  Th e 
g e o lo g ic a l a g e o f t h e r o ck s  ma y b e C r eta c e o u s fr o m t h e d a ta  o f 
oth er area s .  Th ey are comp os ed of rh yoli t e t u ff～ t u ff-b r ecc ia a nd  
rhyoli t e.  

Th e rh yolit e tu ff～ tu ff-br eccia yield in g p lant fos s i ls is gen era l ly  
s t r a t i f i e d  a t t h e b a s e o f t h e rh y o l i t e l a va s  b u t a t  a f e w p la c e s ,  
in t erb edd ed b etween th e la vas .  

T h e r h y o l i t e i s  p o r p h y r i t i c o r  f e l s i t i c i n  s o m e p a r t s .   T h e 
phen ocrysts are quart z of corros ion form, a lb it e～ oligo clase , ch lor i t e  
pseu d omorph a ft er b iot i t e, an d p otash～ feldspa r(?) . Th e ground mass  
is in s ome p a r t s f lu id a l a n d in oth er p ar t s sph eru li t i c ,  co mp os ed  
of glas s , ser ici t e , qu art z , feld spa r , ch lor i t e , et c.   Th e const i t u en t  
m in era l s a r e f r es h , a n d m in u t e f la k es o f b io t i t e a r e s ca t t er e d i n  
the rh yoli t e n ear b y th e gran od ior it e.  

 
Quartz dior ite  
Th is r o c k o c cu r s in r a th er s ma l l b od ies in t ru d ed in  t h e P a le -  

ozoic format ion , a lt er ed and es it e and rh yoli t e.  
I t  i s  m e d iu m - t o c o a r s e - g r a in e d  a n d  r a r e ly p o r p h y r i t i c ,  a n d  

rath er d ior i t ic at a few p la ces .  Th e pr in cipa l con st i t u ent min era ls  
a r e p la g io c l a s e ,  a u g i t e ,  h yp e r s th en e , b io t i t e a n d p o ta sh - f e ld sp a r .  
Th os e min era ls va ry in r elat ive a moun t and s ome of th em are abs en t  
in p la ces .  

 
Quartz por phyr y 
Th is rock occu r s in r ather s ma ll b od ies int ru d ed in to t h e oth er  

r ock s t han gran od ior i t e and Cen ozoic forma t ions .  Th e ph en ocryst s  
a r e qu a r t z r a r e ly o f c or r os ion for m ,  f e ld s p a r p a r t l y a lt er ed in t o 
s er i c i t e a n d ca rb on a t e ,  a n d b iot i t e r ep la c ed b y mu s c o vi t e .  Th e 
grou n d ma s s is gen era l l y gra n u la r in t extu r e , c on s is t i n g p r in cip a l l y  
of qua r t z a nd fe ld sp ar la rge ly r ep la c ed b y ser ic i t e ,  an d at a fe w  
pla ces , graph ic in t extur e.  

 

Gra no dior ite  
Th e r o ck is in t ru d ed in t o t h e P a le o z o ic forma t ion , a lt er ed a n - 

d es i t e a n d rh y o l i t e ,  e x h ib i t i n g r e m a rk a b le c o n t a c t  p h e n o m e n o n  
on th e in vas ion ed rock s .  

I t is f in e- t o coa rse-gra in ed , a nd in s ome p la ces ,  p orp h yr it ic ,  
fe ls i t ic or graph ic , comp os ed pr in cipa lly of qua rt z , p otash -fe ldsp ar ,  
b iot i t e and h ornb lend e.  

 
GENOZOIC 

 
Ka wa ka mi for mat io n 
Th i s f o r ma t i o n i s c o mp o s ed o f c on g lo m e r a t e ,   s a n d s t on e a n d  

s h a l e .   I t  s h o w s  g e n t l e w a v i n g f o ld in g a n d  c o v e r s  t h e a l t e r e d  
and es it e un con formab ly .  Th e fos s i ls of p elec yp ods a nd gas tr op od s  
ar e fou nd in i t .  It is cor r ela t ed t o th e Mio cen e Ka tsu ta grou p in  
t h e Tsu ya ma -tōb u geo lo g ic sh eet -ma p b y t h e fos s i l s u ch a s Aces ta 
yagensis OTS UK A.  

 
Sa yo grave l be d 
Th is gra ve l b ed is ma in ly c omp osed o f gra ve l , a n d sa n d , with  

rar e int erb edd in g of cla y , a nd is n ear ly h or izonta l .  I t has n ot yet  
y i e ld ed a n y fos s i ls , b u t is a l l i ed t o t h e Os a k a gr ou p b y t h e r o c k  
fa c i es a n d th e a sp ect , a n d t h er efor e i t ma y b e P l io -P le is to c en e in  
age.  

Talus de pos its (P leistocen e～ Recen t)  
Th is is ma in ly comp os ed of gra vel , sand a nd cla y.  
Terrace de pos its (P leistocen e～ Recent)  
Th is is ma in ly comp os ed of gra vel , sand a nd cla y.  
Alluvia l de pos it s (Recent)  
Th is is ma in ly comp os ed of gra vel , sand a nd cla y.  

 
ECONOMIC GEOLOGY 

 
Co pper , lea d, zinc and iro n 
Th ere a r e ma n y s ma l l or e d ep os it s in t h e a r ea .  Ch a lc op yr i t e ,  

ga len a , zin cb lend e , p yrrh ot i t e, p yr it e , quar t z, ca lci t e and ma rma t it e  
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a r e fo u n d  i n t h e m e t a s o m a t i c a n d c o n t a c t  m e t a m o r p h ic d e p o s i t s  
in t h e Pa leoz oic Hi j ima forma t ion a nd in th e sa me d ep os it s in t h e 
fra ctur ed zon e of t h e San gun meta morph ic rocks; ma gnet i t e, garn et ,  
ep id ot e , gr e en h or n b len d e , ch lor i t e a n d qu a r t z in t h e meta so ma t i c  
d ep os it s in an d es it e; ch a lcop yr it e in t h e f is su re-f i l l in g d ep os it s in  
d io r i t e a n d s erp e n t in e; c h a l c op y r i t e ,  ga len a , z in cb le n d e , b orn i t e ,  
tet rah edr it e, stann it e, quart z and ca lcit e in th e f issure-f i l l in g d ep os it s  
in rh yoli t e.  
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